
   

圧密試験マニュアル（データ整理編） 

1. 試験機を制御している PC に写真-1 で示した赤線

の 通 り に フ ォ ル ダ を ア ク セ ス し て い く

と”test1”~”test5”というフォルダがありデータ整

理を行う PC にその中のデータを移しておく. 

 

写真-1 データフォルダーの設定画面 

 

2.  デスクトップから“Win 土質”を開く. 

写真-2 Win 土質のアイコン 

 

2. “Win 土質”を開いたらページ-3 の“土の段階載荷

による圧密試験”を選択. 

写真-3 データ整理選択画面 

4. “土の段階載荷による圧密試験”を選択したら 

「その他」のタブから”ﾃｽｺﾃﾞｰﾀ読み込み“を選択. 

写真-4 テスコデータ読み込みを選択 

 

5. 写真-5 のように整理したいデータ（1.で移したデー

タ）のフォルダを選択し,「呼び出し」を選択. 

 

写真-5 データの入っているフォルダーを選択 

 

6. “圧密量入力”タブから“項目入力”“データ入力

１”を選択しあらかじめ得られていた諸量を入力する. 

写真-6 項目の入力画面 

 



   

7. “圧密量入力（写真‐7）”, “計算書入力（写真-8）”

タブの中にあり選択できる項目（項目入力・・・）を

すべて一度選択し開いておく. 

写真-7 タブの中の項目を選択し開いておく 

（圧密量入力のタブ内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-8 タブの中の項目を選択し開いておく 

（計算書入力のタブ内） 

 

8. “印刷”タブを選択し,”使用するプリンター“を確

認し,”すべてに“チェックを入れ”印刷“を選択. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-9 データの印刷画面 

以上で印刷が完了し、データ整理が終了となる. 

 

ご苦労様でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


